
平成２８年５月９日 

公益財団法人東日本不動産流通機構 

公益社団法人中部圏不動産流通機構 からの重要なお知らせ 

 

 

 

 

 

国土交通省からの要請に基づき、中古住宅市場の活性化並びに消費者利益の保護増進に向けて、以下の 

３機能を導入いたします。（平成 28 年 1 月 4 日運用開始予定） 

 

１．物件情報項目に【取引状況】を追加します 

売り物件の｢専任｣または｢専属専任｣媒介契約物件に対して､物件情報項目【取引状況】を追加します。 

・【取引状況】は入力必須項目です 

・【取引状況】は検索結果一覧に表示されます 

 

【取引状況】とは・・・？ 

 

レインズ登録物件の取引物件情報の状態を表す項目で、以下の 3 種類から選択して設定できます。 

（１）公開中・・・・・・・・・・・・客付業者から案内等が受けられる状態のときに設定 

（２）書面による購入申込みあり・・・客付業者等から書面による購入申込みを受けた状態のとき 

に設定 

（３）売主都合で一時紹介停止中・・・売主の事情により一時的に物件を紹介できないときに設定 

 

東日本・中部レインズに「ステータス管理」機能を導入します

平成 28 年 1 月 4 日運用開始予定 

（１）「公開中」について 

①｢公開中｣に設定された場合は､原則として客付業者への紹介を拒否できません。 

②売主の条件を明示した紹介拒否は可とし、「取引状況の補足」欄に条件を具体的に明記して下さい。 

 ＜売主条件の事例＞ 

案内受入日時・・・・売主の都合で土、日を除く案内は不可 

 

（２）「書面による購入申込みあり」について 

①文書による申込みを必須条件とし、文書は定型化しないが購入意思、署名、日付が記載された文

書とし、電子メールやインターネット等による申込みも可とします。 

②「書面による購入申込みあり｣に設定された場合は､原則として紹介を拒否できますが､売主の了解

を得て行う他の照会受付や二番手以降の購入申込みの受領を妨げるものではありません｡ 

 

（３）「売主都合で一時紹介停止中」について 

①「売主都合で一時紹介停止中」は、売主の意向もしくは売主の了解を得た上で表示できるものと

し、「取引状況の補足」欄への明記も売主の意向および了解を得ることを必要とします。 

②「取引状況の補足」欄への記載は売主の承諾を得て、その期間・理由を記載することが必要です。 

（４）「取引状況の補足」欄について 

【取引状況】の変更日や、「（３）売主都合」の詳細な内容等、客付業者に伝えるべき情報については、

【取引状況の補足】に入力してください。（全角 200 文字まで入力可） 
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＜物件登録画面イメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 ＜検索結果一覧画面イメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）協会サイトをご利用の場合について 

   ｢ハトマークサイト｣や｢ゼネット｣等の協会サイトを経由してレインズに物件を登録する場合でも､

【取引状況】は必ず入力する必要があります｡平成 28 年１月より､協会サイトにおいても【取引状

況】､【取引状況の補足】項目が追加されます。 

 

（６）平成２７年１２月３１日時点の物件登録データについて 

    平成 2７年１２月３１日時点でレインズに登録されている物件は､平成２８年１月４日までに 

【取引状況】をすべて｢公開中｣として移行しますので、ご注意ください。 

    1 月 4 日以降､必要に応じて､速やかに各物件を変更してください｡ 
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 ＜年末年始における取引状況の考え方＞ 

  

26日 27日 28日 29日 30日 31日 1日 2日 3日 4日 5日 6日

レインズ休止日

平成27年12月31日までの在庫物件

平成27年12月31日までに購入申込あり、
一時紹介停止中となった物件

平成28年1月1日以降の物件登録
※売却依頼主へのＩＤ・パス発行

平成28年1月1日以降の情報変更・再登録
※売却依頼主へのＩＤ・パス発行

１２月 平成２８年１月

取引状況は「公開

中」として移行

平成２８年１月４日

以降に取引状況を変

更する。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）本機能の導入に伴い､関連規程やレインズ利用ガイドラインを一部改定いたします｡詳細につきまし

ては､IP 型トップページ等でお知らせいたします｡ 

 

 

２．登録された物件情報と【取引状況】を売主が直接確認できるようになります 

売り物件の｢専任｣または｢専属専任｣媒介契約物件の場合､売主(依頼者)が､自己の売却依頼物件がどの

ようにレインズに登録されているのかをインターネット上で直接確認できるようになります｡ 

（１）平成 28 年 1 月４日以降に東日本・中部レインズから発行される各種証明書（登録・変更・再登録）

に、物件毎に付与された ID とパスワードが表示されます。（※1） 

 

（２）元付業者から証明書を受け取った売主は、機構ホームページにアクセスして ID とパスワードを 

利用して、確認画面にログインし、物件の登録内容（※2）を確認することができます。 

            

※１ 平成 2７年１２月３１日までに登録された物件の ID とパスワードは、平成 28 年 1 月４日 

以降に「変更」または「再登録」したときに付与されます。 

また、自社の登録物件の ID とパスワードは、自社物件一覧から画面上で確認することができ 

ます。 

  ※2 確認画面上で売主に提供される情報は、登録物件の文字情報（主要項目）、登録図面（PDF)、 

および【取引状況】の設定内容です。 

    

（３）売主への説明資料について  

   売主に対して、レインズへの取引状況に関する登録内容の確認手順について、十分な説明を行っ

てください。 

説明の際、取引状況の変更は、原則として売主に確認のうえ、事象発生の翌日から２日以内（休

業日を除く）に行うことも含め、説明することが重要です。 

下記リンクは、売主への説明内容となりますので、登録証明書を売主に渡す際に、ご利用下さい。 

 

売却依頼主物件確認案内書（東日本会員）へ 

売却依頼主物件確認案内書（中部圏会員）へ 
 

 ※１月４日以降は、ＩＰ型メニュー右上にリンクを予定しています。 
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https://system.reins.jp/common/sell_request.pdf
https://system.reins.jp/common/chubu_sell_request.pdf


 

宅地建物取引業法において、専任媒介契約を締結した場合は、定められた期間内に指定流通機構へ

物件を登録するとともに、登録証明書を遅滞なく依頼者に引き渡さなければならないと定められて

います。 

（宅地建物取引業法 第三十四条の二） 

 ６ 前項の規定による登録をした宅地建物取引業者は、第五十条の六に規定する登録を証する 

   書面を遅滞なく依頼者に引き渡さなければならない。 

 

 

３．住宅性能・品質等に関する情報項目の追加をします 

 中古住宅市場の活性化に向けて、消費者に対する情報提供の充実を図るとともに、性能や維持管理状態

の良い中古住宅の差別化を図るために、住宅の性能・品質に関する情報をレインズ上の任意登録項目と

して、チェックボックス形式で登録ができるようになります。 

  

＜住宅性能・品質等に関する入力画面イメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                    

詳細な内容につきましては、随時、ＩＰ型ホームページにてお知らせいたしますので、ご確認いた

だきますようよろしくお願い申し上げます。 

 

レインズの適正利用と会員間の円滑な取引の推進に向けて、ご理解とご協力を賜りますよう、よろ

しくお願い申し上げます。 

 

以 上 

 

                              

４


